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A STUDY ON QUALITY AND PERFORMANCE IN MAINTENANCE AND REPAIR OF
THE PAVEMENT
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Team : Road Technology Research Group (Pavement)

Author : Masayuki YABU, Masaru TERADA, Masakazu IWANAGA

Abstract : The authors analyzed the application effect of maintenance method, conducted questionnaire survey for
specification and quality control concerning road occupancy works and carried out experimental verification for
premature failure factor of restoration place. As a result of examination on maintenance method, it was found that
the road life can be extended for several years using cutting method and sealant injection method. Especially using
sealant injection method on early stage, it can be expected to delay effect of deterioration. And as a result of
examination on road occupation construction work, it was found that the contents of the specification were differ by

municipality, and that “Lack of compaction on the backfill materials” , “Lowering of pavement support force by the

penetration of water” may cause of premature failure.

Key words : maintenance method, the life extension effect, construction work for road occupation, questionnaire

survey, accelerated loading test
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	【要旨】
	1．はじめに
	2．維持修繕工法の適用効果に関する検討
	2.1  検討概要
	舗装のさらなる延命化および舗装補修費の縮減を図る観点から、日常管理において維持工法の適用が拡大している。しかし、維持工法による延命効果等は十分な定量的検証がされていないという課題があることから、現場での適用事例を検証し、その結果を踏まえ維持工法の適用にかかる意思決定を技術的に支援することが必要であるといえる。
	そこで本研究では、直轄国道で施工されたシール材注入工法および切削工法の追跡調査結果を分析し、各工法の適用効果に関する検討を行った。
	2.2　直轄国道における維持工法の施工事例
	2.2.1　維持工法の施工事例の概要
	国土交通省は、平成18年3月に「修繕候補区間の選定と同区間における工法選定の手引き（案）」1)を策定し、直轄国道における維持管理のコスト縮減を図るための方策として、従来の維持工法であるシール材注入工法、切削工法等を組み合わせて実施する補修を「予防的修繕」工法として位置付けた。これにより、全国の直轄国道において切削オーバーレイなどの修繕工法を行う前に「予防的修繕」工法が積極的に導入された．なお、全国の直轄国道において施工された箇所のうち62箇所においては、維持工法の適用効果を検証することを目的とし...
	2.2.2　追跡調査の概要
	維持工法施工箇所の適用工区、非適用工区を対象として、表-2.1に示す項目に関して追跡調査が実施されている。また、追跡調査は、維持工法の施工前後、その後は概ね1年毎に実施され、供用後3～7年の期間まで調査されている。なお、各追跡調査におけるひび割れ率の評価においては、シール材注入済みの箇所もひび割れとして計算されている。
	2.2.3　追跡調査結果の分析方法
	ひび割れ率とわだち掘れ深さの追跡調査結果をもとに以下に示す分析を行った。
	① シール材注入工法の適用工区と非適用工区の劣化速度を評価することを目的として、ひび割れ率の年増加量を式(2.1)により整理する。
	② 非適用工区の年増加量をもとにひび割れ率が40%に達する年数を推定する。
	③ 適用工区については、ひび割れ率30%の時点でシール材注入工法を適用したと想定し、適用後にひび割れ率が40%に達する年数を適用工区の年増加量をもとに推定する。
	④ 適用工区と非適用工区の推定年数の差を延命効果（延命年数）として試算する。
	① 適用工区と非適用工区の年増加量の比を式(2.2)により整理する。
	② 各施工箇所における維持工法適用時点のひび割れ率を整理する。
	③ 適用時点のひび割れ率と年増加量の比について関係を整理し、シール材注入工法の適用条件を整理する。
	なお、わだち掘れ深さに関しても上記と同様の分析を行った。
	2.3　分析結果
	2.3.1　延命効果の試算
	シール材注入工法および切削工法の延命効果に関する試算結果を図-2.1、図-2.2に示す。なお、図-2.1、図-2.2に示す年増加量は、各施工箇所の平均値を採用している。図-2.1より、シール材注入工法の適用工区における年増加量は1.7%/年、非適用工区は2.6%/年となり、シール材注入工法の適用により劣化速度が減少する結果を得た。その結果、シール材注入工法は約2年の延命効果があると試算された。
	また、図-2.2より、切削工法の適用工区における年増加量は1.09mm/年、非適用工区は0.79mm/年となった。切削工法の適用により劣化速度が増加する結果となったが、切削工法の適用直後のわだち掘れ深さが19.4mmまで低減した影響により、約6年の延命効果があると試算された。
	2.3.2　適用時期による効果の分析
	シール材注入工法および切削工法を適用する時期の違いによって得られる効果が異なるのかを検証することを目的として、適用時点の劣化程度（ひび割れ率、わだち掘れ深さ）と年増加量の比の関係について整理した結果を図-2.3、図-2.4に示す。なお、本検討では、年増加量の比が1.0を超える場合は、維持工法適用後の年増加量が非適用工区よりも小さいと評価できるため、維持工法の延命効果に期待できることになる。
	図-2.3より、現行の適用条件である30%を超える時期にシール材注入工法が適用された施工箇所に着目すると、年増加量の比は、平均値で1.3程度となりシール材注入工法の適用効果が確認できたが、1.0を下回る施工箇所が複数あることも確認された。一方で、30%未満の時期にシール材注入工法が適用された施工箇所に着目すると、年増加量の比は、平均値で3.0程度となり、ほとんどの施工箇所において1.0を超えることが確認された。シール材注入工法適用時のひび割れ率が小さいほど年増加量の比は高い値を示す傾向にあることが...
	また、図-2.4より、切削工法の全ての施工箇所において年増加量の比は1.0を下回る結果となり、切削工法適用後の劣化速度が増大する傾向にあることがわかった。また、適用する時期の違いによって得られる効果が異なる傾向は確認されなかった。
	2.4　分析結果の考察
	維持工法に関する検討の結果、切削工法やシール材注入工法を適用すれば数年の延命効果が得られること、シール材注入工法は適用する時期の違いにより得られる効果が異なる可能性が高いが、切削工法の適用効果は適用時期に影響しないことがわかった。また、早期劣化段階にシール材注入工法を適用すれば、適用後の舗装の劣化を遅延させ、その結果として舗装の延命化に期待できる可能性が高いことがわかった。しかし、一部において適用時のひび割れ率が10%程度の早期劣化段階にシール材注入工法を適用しても年増加量の比が1.0付近の値を示...
	以上より、ひび割れに対しては、早期にシール材注入工法や表面処理工法等の止水措置を実施することが舗装
	図-2.4　切削工法の適用条件に関する検討結果
	の延命化に有効である可能性が示唆された。また、わだち掘れ深さに対しては、切削工法の適用が有効であるが、切削工法によるわだち掘れ対策を行った箇所は、塑性変形の影響によるアスファルト混合物の耐荷力の低下や、切削による混合物厚さの減少等の要因により適用後の劣化速度が増大する傾向にあることを留意する必要があると考える。また、上記の理由から、切削工法の2回目以降の繰返し施工は望ましくないと考える。
	3．道路占用工事箇所の早期破損防止措置に関する検討
	3.1　検討概要
	3.2　道路占用工事に関する実態調査
	3.2.1　占用工事の仕様に関する調査
	本調査は、全国の都道府県や市町村を対象にインターネット検索や電話による聞き取りを行い、以下の内容に
	各自治体における占用工事に関する仕様書の運用状況を整理した結果を図-3.1に示す。
	図-3.2より、「項目数多」と判断された自治体は、都道府県、市町村ともに全体の3割程度にとどまる結果であった。また仕様書別にみると、図-3.3より、「道路占用仕様書」、「土木工事共通仕様書」は、「項目数多」と判断されたのは全体の3割程度にとどまり、「項目数中」は6割程度該当した。
	一方、「内部資料」の多くは、「項目数少」に該当した。これは、内部資料が、埋設管路の材料規格や埋設深さに関する仕様のみを示し、それ以外の仕様に関しては記載されていない内容であったことによる。
	以上の結果より、多くの自治体で運用されている道路占用仕様書や土木工事共通仕様書は、占用工事の各作業内容に対する要求事項、管理基準や検査方法等の具体的な規定が概ね整備されている状況であったが、仕様書がない自治体では、具体的な規定が定められているものは少ないことがわかった。
	3.2.2　占用工事の実態に関するアンケート調査
	復旧に関する調査結果を図-3.7に示す。占用工事の復旧方法には、掘削幅について路床、路盤、表層（基層）を復旧する「仮復旧」と、仮復旧後一定期間経過後に掘削幅に影響部を加えた範囲について表層（基層）の打換えを行う「本復旧」がある。復旧の方法を確認した結果、「仮復旧後一定期間経過後に、本復旧（表基層の打換え）を行う」が11件、「仕様書または発注者指示により仮復旧のみで本復旧を行わない」が6件であった。本復旧の施工範囲は、「全幅員」が5件、「幅員の半分」が1件、「掘削幅+影響部」が5件であった。
	f) 供用後の舗装損傷事例に関する調査結果
	供用後の舗装損傷事例の有無について調査した結果、下水道管埋設工事の2件の工事において、供用後数ヶ月で既設舗装と10mm程度の段差が発生し、その後補修した事例があることがわかった。供用後に段差が発生した工事の概要を表-3.4に示す。同じ下水道埋設工事で、損傷が発生していない他の工事と比較した場合、使用材料、品質規格値等には大きな差異は認められなかったが、復
	3.3　占用復旧箇所の早期破損要因に関する検討
	3.3.1　占用工事および追跡調査の概要
	本検討では、占用工事復旧後の舗装路面が早期に破損する原因を明らかにすることを目的に、土木研究所の舗装走行実験場において下水道管を埋設後、荷重車走行による促進載荷を行い舗装の損傷程度を追跡調査した。
	写真-3.2　荷重車による促進載荷試験状況
	a) 占用工事の概要
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